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研究成果の概要：本研究では、伝統的なゲーム理論では考察できなかったプレイヤーの戦略的

参入・退出を、自発的にゲームを繰り返すオプションを入れたモデルとして定式化し、情報の

増加が信頼や社会規範の成立を促すということと、相手の今後の戦略について社会的信念が形

成、継承されていく場合、新たな均衡があることを示した。これにより、既存の進化ゲーム

の枠組みを拡張したという理論的貢献と、グローバル社会における信頼形成問題につ

いての政策的含意が得られた。 
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１．研究開始当初の背景 
経済取引にはモラルハザードがつきもので
ある。歴史的にその対処は、小さな共同体
内での顔の見える繰り返し取引から始まり、
規模の拡大につれて、国家権力による契約
や権利の履行強制によって発展してきた。
しかし、グローバリズムとIT化は、取引の
匿名性や企業の参入退出の自由度、さらに
は国境を超えた取引の割合を高め、伝統的
な契約強制システムの有効性を失わせつつ
ある。だが、このような時代の方向は、経
済取引自体を崩壊させるのではなく、履行
強制のためのインフラを変化させると考え

るべきである。我々はそれを、社会的ネッ
トワークによる緩やかな信頼関係ではない
かと考える。約束が履行されるのは信頼、
信用を失うという規律付けがあるからであ
り、それは社会的評判が重要な社会であれ
ば十分に機能するからである。このような
社会による規律付けが、プレイヤーが自由
に参入・退出できる状況でも成立するのか、
するとしたらどのような形を取るのか、を
進化ゲーム理論の観点から分析するのが本
研究の目的であった。  
 ゲーム理論は、信頼、評判を明示的に扱
える分析装置であるが、その分析にはこれ
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までは主として二種類のゲームが用いられ
てきた。一つは繰り返しゲームであり、も
う一つはランダムマッチングゲームである。
繰り返しゲームは、同じプレイヤーたちが
事前に決められた回数同じゲームを繰り返
すモデルである。ランダムマッチングゲー
ムは、プレイヤーたちが毎期ランダムに出
会い、同じ相手と二度とプレイできないと
いうモデルである。これらでは、プレイヤ
ーたちの戦略的な参加や退出は扱っていな
い。 
 近年、完全合理的プレイヤーによる自発的
な継続ゲームおよび、確率的にリンクが結ば
れるネットワークの研究が進んできた。（例
えば、R. Kranton,“The formation of 
cooperative relationships”Journal of Law, 
Economics & Organization, 1996, 12, 
214-233、M. Jackson and A. Wolinsky, “A 
strategic model of social and economic 
networks,”Journal of Economic Theory, 
1996, 71, 44-74など。） しかし、限定合理
的なプレイヤーによる自発的な長期関係の
研究が欠落していた。だが、グローバル社会
における経済活動は、そのような関係として
表すのが最も適切である。また、グレーヴァ
と藤原は、限定合理的なプレイヤーによる自
発的継続ゲームというモデルを開発したと
ころであったので、このモデルを応用して自
発的信頼関係や社会的規範形成を分析する
ことができるようになっていた。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では主として以下の二つの問題を理
論的に考察することが目的であった。 
(1)情報伝達の問題。先行研究では、新しい
相手とやり直すときには、過去の情報は全く
ないケースを考えているが、本研究では「紹
介状」など、過去のパートナーから情報が伝
達される場合について分析し、均衡への影響
を調べる。 
(2)出会いのメカニズムの効果。先行研究で
は、出会いはランダム・マッチングであるケ
ースしか分析されていない。本研究では、個
人個人にネットワークが存在し、まずネット
ワークから相手を探し、それがだめならラン
ダムマッチングへ行くというモデルも考え
る。するとネットワークの自発的成長や戦略
的安定性が分析できる。 
 これらの研究により、限定合理的なプレイ
ヤーによる自発的信頼関係の理論分析とし
ても、情報の構造についての拡張と、出会い
のメカニズムについての拡張という新しい
理論モデルが分析されることになる。またグ
ローバル経済における競争政策についても、
情報や出会いの構造についての政策的提言
を得られる。 

３．研究の方法 
(1)初年度は、まずモデルを構築しなくては
ならない。先行研究を踏まえ、社会的ネット
ワークをどのように定式化するか、自発的に
参入・退出するオプションをどのように入れ
るか、また、どのような情報が流れるのが自
然であるか、などについて、ゲーム理論のみ
ならず社会学、経済学の文献をも参照して考
えた。具体的には、グレーヴァと藤原で既に
作ってきたモデルをさらに拡張し、グレーヴ
ァと鈴木で数値例も平行して計算した。モデ
ルの構築はtrial and error のプロセスであ
るので、いくつかの案を出して、３人で修正
しつつ進めていった。 
 その結果、情報伝達としては、「紹介状」
という形で、現在のパートナーから、将来の
パートナーへの多少の情報伝達が可能であ
ろうということになった。これは、既存のモ
デルでは扱われていないが、現実にも行われ
ていることである。この「紹介状」モデルに
ついて、簡単な均衡をまず求め、学会や大学
のセミナーで報告してフィードバックを得
た。 
 文献の収集や、計算結果の整理などには研
究補助員も使用した。 
 
(2)２年目は、まず紹介状による情報伝達モ
デルの均衡の性質まで深く分析し、情報伝達
があるときとないときでの均衡における行
動の違いと、社会的厚生の変化を調べた。こ
れでかなりの結果が出たので、国際的な学会
での報告を行い、近い将来には学術雑誌に投
稿するべく準備した。 
 この後出会いのメカニズムをランダムで
なくしたらどうかということを考えようと
した。ところが、その問題を扱うには、出会
いの時点でも意思決定を導入するため、相手
がどのような戦略を持っているかを予想す
るプレイヤーという考え方を、進化ゲームに
導入する必要があった。これは、既存の進化
ゲームの概念にはないものであるので、まず
その理論的基礎を作ることに全力を注ぐこ
ととなった。 
 相手の戦略についての予想を持つ、より人
間的なプレイヤーを導入する問題について
は、幅広い学際的知識をもつ藤原がいくつか
のアイディアの提案を行い、それをグレーヴ
ァと鈴木で定式化しながら修正、考察してい
った。その結果、社会的に形成され、継承さ
れる「信念」という考え方を数学的に定式化
し、その信念に基づいた戦略的選択を行うプ
レイヤーの分布の安定性という新たな均衡
概念を作った。 
 より深い理論的分析である、新たな均衡概
念とその応用については、できた部分をまと
めたが、まだ学会等での報告には至っていな
いで２年が終わった。 



 

 

４．研究成果 
(1)進化ゲーム理論への貢献。これまでの進
化ゲームモデルでは扱えなかった、戦略的退
出を一般的な枠組みで定式化し、かつ政策的
にも現実的にも重要な情報の伝達の部分を
拡張することに成功した。このモデルは、い
ろいろな応用がきき、今回はパートナーが情
報を自発的に流す「紹介状モデル」に応用し
て、情報が少しでも増えると社会的厚生が高
まるといった分析も行った。 
 また、展開形ゲームにおける戦略の進化的
分析そのものについても、出会った相手の戦
略に対して何らかの社会的に整合的な予想
をもつプレイヤーによる戦略分布という、新
たな均衡概念を提案した。これまでの文献で
は、展開形であることを明示的に含めた均衡
概念がほとんどなかったので、これも理論的
貢献である。 
 
(2)経済政策への貢献。現代のグローバル社
会をうまく理論的に表現するのによいモデ
ルとその均衡概念を開発することができた
ので、これまでの政策理論より適切な政策の
分析も可能となった。例えば、見知らぬ同士
ですぐに経済取引が可能である状況でも、少
しの情報提供が、より効率的な取引をもたら
すことがわかり、情報政策がいかに重要であ
るかが示された。 
 さらに、均衡の構造としては、必ずしも対
称戦略均衡がいいとは限らず、戦略的多様性
がある社会の方がむしろ厚生が高いことも
あることが示され、教育や産業政策にも新た
な提言ができる。 
 
(3)国内外における位置づけとインパクト。
既に、基本モデルの分析はトップジャーナル
であるReview of Economic Studiesに掲載
が決まっており、国内外でその成果は知られ
るようになってきており、引用してくれる他
の研究者もある。紹介状モデルも多数の国際
学会で報告してきており、実験経済学者から
も、現実的なモデルであると賛同を得た。 
 
(4)今後の展望。まだ当初の目的を全て達成
したわけではなく、自発的参入の部分が完成
していない。また、３人以上からなるネット
ワークの分析も今後の課題として残ってい
る。これらの研究を進めることで、「自発的
にプレイされるゲームの一般理論」として一
分野を確立していくことが理想である。 
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